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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）制御の非
アクティブ状態に対する周期的更新タイマを設定するシ
ステム及び方法を提供する。
【解決手段】セルラ通信ネットワークにおけるユーザ装
置（ＵＥ）は、ＲＡＮノード（ＲＡＮ＿ピコ）との接続
中はＲＡＮ制御アクティブ状態であり、接続が解放され
るとＲＡＮ制御非アクティブ状態となる。ＲＡＮ＿ピコ
は、ＵＥに対し、ＵＥがＲＡＮ制御非アクティブ状態と
なったときに、周期的な更新メッセージを送信するため
のタイマ値Ｔを設定する２０２。ＵＥは、接続が解放さ
れて２０６、ＲＡＮ制御非アクティブ状態になると、タ
イマＴを起動し、設定されたタイマ値Ｔの満了２０８、
２１４ごとに、ＲＡＮ＿ピコに対して周期的更新メッセ
ージを送信する２１０、２１６。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ通信ネットワーク（１０）における無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノード
（１２、１６）の動作方法であって、
　周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔを用いてユーザ装置（ＵＥ）（２０）を設定する
こと（２０２、２０６）を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮノード（１２、１６）
が前記ＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを確実に記憶できるかどうかの関数である、方
法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮノード（１２
、１６）の１つ以上の特性の関数である、方法。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔは、別のネット
ワークノードから受信される、方法。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の方法であって、前記周期的更新タイマは、前記
ＵＥ（２０）がＲＡＮ非アクティブ状態であるときに、周期的な更新のために前記ＵＥ（
２０）によって利用されるタイマである、方法。
【請求項６】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮ
ノード（１２、１６）がマクロノードである場合、第１の値であり、前記ＲＡＮノード（
１２、１６）が低電力ノード（ＬＰＮ）である場合、第２の値であり、前記第２の値は前
記第１の値より小さい、方法。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔを用いて前記Ｕ
Ｅ（２０）を設定すること（２０２、２０６）は、前記ＵＥ（２０）を解放する前に前記
タイマ値Ｔを用いて前記ＵＥ（２０）を設定することを（２０２）を含む、方法。
【請求項８】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔを用いて前記Ｕ
Ｅ（２０）を設定すること（２０２、２０６）は、前記ＵＥ（２０）の解放時に前記タイ
マ値Ｔを用いて前記ＵＥ（２０）を設定することを（２０６）を含む、方法。
【請求項９】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔを用いて前記Ｕ
Ｅ（２０）を設定すること（２０２、２０６）は、解放メッセージを前記ＵＥ（２０）へ
送信すること（２０６）を含み、前記解放メッセージは前記タイマ値Ｔを含む、方法。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項に記載の方法であって、更に、
　前記ＵＥ（２０）との接続を解放すること（２０６）と、
　前記ＵＥ（２０）との前記接続を解放した後に、前記周期的更新タイマの満了時に、前
記ＵＥ（２０）から更新メッセージを受信すること（２１０）を含む、方法。
【請求項１１】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対する無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノード
（１２、１６）であって、
　周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔを用いてユーザ装置（ＵＥ）を設定するように適
合された、ＲＡＮノード（１２、１６）。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のＲＡＮノード（１２、１６）であって、更に、請求項２から１０の
いずれか１項に記載の前記方法を実行するように構成された、ＲＡＮノード（１２、１６



(3) JP 2020-184789 A 2020.11.12

10

20

30

40

50

）。
【請求項１３】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対する無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノード
（１２、１６、２６）であって、
　１つ以上の送信器（３８）と、
　周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔを用いてユーザ装置（ＵＥ）を設定するように構
成された処理回路（３０、４８）とを有する、ＲＡＮノード（１２、１６、２６）。
【請求項１４】
　請求項１３に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）あって、前記タイマ値Ｔは、前
記ＲＡＮノード（１２、１６）が前記ＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを確実に記憶で
きるかどうかの関数である、ＲＡＮノード（１２、１６、２６）。
【請求項１５】
　請求項１３または１４に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であって、前記タイ
マ値Ｔは、前記ＲＡＮノード（１２、１６）の１つ以上の特性の関数である、ＲＡＮノー
ド（１２、１６、２６）。
【請求項１６】
　請求項１３から１５のいずれか１項に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であっ
て、前記タイマ値Ｔは、別のネットワークノードから受信される、ＲＡＮノード（１２、
１６、２６）。
【請求項１７】
　請求項１３から１６のいずれか１項に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であっ
て、前記周期的更新タイマは、前記ＵＥ（２０）がＲＡＮ非アクティブ状態であるときに
、周期的な更新のために前記ＵＥ（２０）によって利用されるタイマである、ＲＡＮノー
ド（１２、１６、２６）。
【請求項１８】
　請求項１３から１７のいずれか１項に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であっ
て、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮノード（１２、１６）がマクロノードである場合、第
１の値であり、前記ＲＡＮノード（１２、１６）が低電力ノード（ＬＰＮ）である場合、
第２の値であり、前記第２の値は前記第１の値より小さい、ＲＡＮノード（１２、１６、
２６）。
【請求項１９】
　請求項１３から１８のいずれか１項に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であっ
て、前記ＲＡＮノード（１２、１６、２６）は更に、ＵＥ（２０）を解放する前に前記タ
イマ値Ｔを用いて前記ＵＥ（２０）を設定するように動作可能である、ＲＡＮノード（１
２、１６、２６）。
【請求項２０】
　請求項１３から１８のいずれか１項に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であっ
て、前記ＲＡＮノード（１２、１６、２６）は更に、ＵＥ（２０）を解放時に前記タイマ
値Ｔを用いてＵＥ（２０）を設定するように動作可能である、ＲＡＮノード（１２、１６
、２６）。
【請求項２１】
　請求項１３から１８のいずれか１項に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であっ
て、前記タイマ値Ｔを用いて前記ＵＥ（２０）を設定するために、前記ＲＡＮノード（１
２、１６、２６）は更に、解放メッセージを前記ＵＥ（２０）へ送信するように動作可能
であり、前記解放メッセージは前記タイマ値Ｔを含む、ＲＡＮノード（１２、１６、２６
）。
【請求項２２】
　請求項１３から２１のいずれか１項に記載のＲＡＮノード（１２、１６、２６）であっ
て、前記ＲＡＮノード（１２、１６、２６）は更に、
　前記ＵＥ（２０）との接続を解放し、
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　前記ＵＥ（２０）との前記接続を解放した後に、前記周期的更新タイマの満了時に、前
記ＵＥ（２０）から更新メッセージを受信するように動作可能である、ＲＡＮノード（１
２、１６、２６）。
【請求項２３】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対する無線アクセスネットワーク（ＲＡＮノード（
１２、１６、２６）であって、
　周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔを用いてユーザ装置（ＵＥ）を設定するように動
作可能であるタイマ設定モジュール（５６）を有する、ＲＡＮノード（１２、１６、２６
）。
【請求項２４】
　コンピュータプログラムであって、少なくとも１つのプロセッサにおいて実行される場
合に、請求項１から１０のいずれか１項に記載の前記方法を前記少なくとも１つのプロセ
ッサに実行させる命令を含む、コンピュータプログラム。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の前記コンピュータプログラムを含むキャリアであって、前記キャリ
アは電気信号、光信号、無線信号、またはコンピュータ可読記憶媒体のうちの１つである
、キャリア。
【請求項２６】
　セルラ通信ネットワーク（１０）におけるユーザ装置（ＵＥ）（２０）の動作方法であ
って、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノード（１２、１６）から、周期的更新タイマに
対するタイマ値Ｔの設定を受信すること（２０２、２０６）と、
　前記ＵＥ（２０）と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の接続が解放されると、前
記周期的更新タイマを開始すること（２０８）と、
　前記周期的更新タイマ（２０８）の満了時に周期的更新メッセージを前記ＲＡＮノード
（１２、１６）へ送信すること（２１０）を含む、方法。
【請求項２７】
　請求項２６に記載の方法であって、更に、前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態にあるとき
に、前記ＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを前記ＵＥ（２０）に格納することを含む、
方法。
【請求項２８】
　請求項２７記載の方法であって、更に、前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態からアクティ
ブ状態に移行する際に、必要に応じてＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを再構築するこ
とを含む方法。
【請求項２９】
　請求項２６または２７に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮノード（
１２、１６）が前記ＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを確実に記憶できるかどうかの関
数である、方法。
【請求項３０】
　請求項２６から２７に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮノード（１
２、１６）の１つ以上の特性の関数である、方法。
【請求項３１】
　請求項２６から３０のいずれか１項に記載の方法であって、前記周期的更新タイマに対
する前記タイマ値Ｔの前記設定を受信すること（２０２、２０６）は、前記ＵＥ（２０）
と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の前記接続の解放の前に前記周期的更新タイマ
に対する前記タイマ値Ｔの前記設定を受信すること（２０２）を含む、方法。
【請求項３２】
　請求項２６から３０のいずれか１項に記載の方法であって、前記周期的更新タイマに対
する前記タイマ値Ｔの前記設定を受信すること（２０２、２０６）は、前記ＵＥ（２０）
と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の前記接続の解放時に前記周期的更新タイマに
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対する前記タイマ値Ｔの前記設定を受信すること（２０６）を含む、方法。
【請求項３３】
　請求項２６から３０のいずれか１項に記載の方法であって、前記周期的更新タイマに対
する前記タイマ値Ｔの前記設定を受信すること（２０２、２０６）は、解放メッセージを
前記ＲＡＮノード（１２、１６）から受信すること（２０６）を含み、前記解放メッセー
ジは前記周期的更新タイマに対する前記タイマ値Ｔを含む、方法。
【請求項３４】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対するユーザ装置（ＵＥ）（２０）であって、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノード（１２、１６）から、周期的更新タイマに
対するタイマ値Ｔの設定を受信し、
　前記ＵＥ（２０）と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の接続が解放されると、前
記周期的更新タイマを開始し、
　前記周期的更新タイマ（２０８）の満了時に、周期的更新メッセージを前記ＲＡＮノー
ド（１２、１６）へ送信するように適合される、ＵＥ（２０）。
【請求項３５】
　請求項３４に記載のＵＥ（２０）であって、前記ＲＡＮノード（１２、１６）は更に、
請求項２７から３３のいずれか１項に記載の前記方法を実行するように構成される、ＵＥ
（２０）。
【請求項３６】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対するユーザ装置（ＵＥ）（２０）であって、
　１つ以上の送信器（６４）と、
　１つ以上の受信器（６６）と、
　処理回路（５８）であって、
　　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノード（１２、１６）から、周期的更新タイマ
に対するタイマ値Ｔの設定を受信し、
　　前記ＵＥ（２０）と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の接続が解放されると、
前記周期的更新タイマを開始し、
　　周期的更新タイマの満了時に周期的更新メッセージを前記ＲＡＮノード（１２、１６
）へ送信するように構成された、処理回路とを含む、ＵＥ（２０）。
【請求項３７】
　請求項３６に記載のＵＥ（２０）であって、更に、前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態に
あるときに、前記ＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを前記ＵＥ（２０）に格納すること
を含む、ＵＥ（２０）。
【請求項３８】
　請求項３７に記載のＵＥ（２０）であって、更に、前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態か
らアクティブ状態に移行する際に、必要に応じてＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを再
構築することを含む、ＵＥ（２０）。
【請求項３９】
　請求項３６または３７に記載のＵＥ（２０）であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮ
ノード（１２、１６）が前記ＵＥ（２０）のＲＡＮコンテキストを確実に記憶できるかど
うかの関数である、ＵＥ（２０）。
【請求項４０】
　請求項３６または３７に記載のＵＥ（２０）であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮ
ノード（１２、１６）の１つ以上の特性の関数である、ＵＥ（２０）。
【請求項４１】
　請求項３６から４０のいずれか１項に記載のＵＥ（２０）であって、前記処理回路（５
８）は更に、前記ＵＥ（２０）と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の前記接続の解
放の前に前記周期的更新タイマに対する前記タイマ値Ｔの前記設定を受信するように構成
される、ＵＥ（２０）。
【請求項４２】
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　請求項３６から４０のいずれか１項に記載のＵＥ（２０）であって、前記処理回路（５
８）は更に、前記ＵＥ（２０）と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の前記接続の解
放時に前記周期的更新タイマに対する前記タイマ値Ｔの前記設定を受信するように構成さ
れる、ＵＥ（２０）。
【請求項４３】
　請求項３６から４０のいずれか１項に記載のＵＥ（２０）であって、前記タイマ値Ｔの
前記設定を受信するために、前記処理回路（５８）は更に、前記ＲＡＮノード（１２、１
６）から解放メッセージを受信するように構成され、前記解放メッセージは前記周期的更
新タイマに対する前記タイマ値Ｔを含む、ＵＥ（２０）。
【請求項４４】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対するユーザ装置（ＵＥ）（２０）であって、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）ノード（１２、１６）から、周期的更新タイマに
対するタイマ値Ｔの構成を受信するように動作可能な受信モジュール（７０）と、
　前記ＵＥ（２０）と前記ＲＡＮノード（１２、１６）との間の前記接続が解放されると
、前記周期的更新タイマを開始するように動作可能なタイマ開始モジュール（７０）と、
　前記周期的更新タイマ（２０８）の満了時に前記周期的更新メッセージを前記ＲＡＮノ
ード（１２、１６）へ送信するように動作可能な送信モジュール（７０）と、を有する、
ＵＥ（２０）。
【請求項４５】
　コンピュータプログラムであって、少なくとも１つのプロセッサにおいて実行される場
合に、請求項２６から３３のいずれか１項に記載の前記方法を前記少なくとも１つのプロ
セッサに実行させる命令を含む、コンピュータプログラム。
【請求項４６】
　請求項４５に記載の前記コンピュータプログラムを含むキャリアであって、前記キャリ
アは電気信号、光信号、無線信号、またはコンピュータ可動記憶媒体のうちの１つである
、キャリア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、セルラ通信ネットワークに関し、特に、非アクティブユーザ装置デバイス（
ＵＥ）に対する無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）におけるＵＥコンテキストの格納に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　２０１５年５月６日に出願され、ＷＯ２０１６／１７８６０５ Ａ１として公開された
ＰＣＴ特許出願第ＰＣＴ／ＳＥ２０１５／０５０４９７（その全体が参照により本明細書
に組み込まれる）は、ユーザ装置（ＵＥ）が接続されていない状態にあるときにＵＥおよ
びＲＡＮにＵＥ無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）コンテキストをＵＥおよびＲＡＮに
格納し、その後ＵＥが接続状態に戻るときにコンテキストを再利用する概念が導入されて
いる。
【０００３】
　典型的な無線、セルラ、または無線通信ネットワークでは、移動局、端末、および／ま
たはＵＥとしても知られている無線デバイスは、ＲＡＮを介して１つまたは複数のコアネ
ットワーク（ＣＮ）と通信する。ＲＡＮは、セルに分割された地理的エリアカバーし、各
セルは、無線基地局（ＲＢＳ）等の基地局、いくつかのネットワークにおいて「ノードＢ
」または「拡張または進化型ノードＢ（ｅＮＢ）」とも呼ばれることがあるネットワーク
ノードによってサービスが提供される。セルは地理的エリアであり、アンテナおよびＲＢ
Ｓが共に配置されていない場合には、基地局サイトまたはアンテナサイトのＲＢＳによっ
て無線カバレッジが提供される。１つのＲＢＳは１つ以上のセルにサービスを提供する。
【０００４】
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　ユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ）は、第２世代（２Ｇ）グローバル移動通信
システム（ＧＳＭ）から進化した第３世代移動通信システムである。ＵＭＴＳユニバーサ
ル地上ＲＡＮ（ＵＴＲＡＮ）は、本質的に、ＵＥと通信するために広帯域符号分割多元接
続（ＷＣＤＭＡ）および／または高速パケットアクセス（ＨＳＰＡ）を使用するＲＡＮで
ある。第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）と呼ばれるフォーラムでは、
電気通信サプライヤが第３世代ネットワークとＵＴＲＡＮの標準を提案し合意し、データ
レートと無線キャパシティの向上を検討している。ＲＡＮのいくつかのバージョンでは、
例えば、 ＵＭＴＳにおいて、いくつかの基地局は、地上通信線またはマイクロ波等によ
り、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）または基地局制御装置（ＢＳＣ）のようなコン
トローラノードに接続され得る。当該コントロールパネルノードは、接続された複数の基
地局の様々な活動を管理および調整する。ＲＮＣは典型的には１つ以上のＣＮに接続され
る。
【０００５】
　進化型パケットシステム（ＥＰＳ（Evolved Packet System））の仕様は３ＧＰＰで完
了しており、この作業は今後の３ＧＰＰリリースで継続されている。ＥＰＳは、ＬＴＥ（
ロングタームエヴォリューション）無線アクセスとも呼ばれる進化型ＵＴＲＡＮ（Ｅ－Ｕ
ＴＲＡＮ）と、システムアーキテクチャ進化（ＳＡＥ（System Architecture Evolution
））ＣＮとしても知られる進化型パケットコア（ＥＰＣ）を含む。Ｅ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴ
Ｅは、ＲＢＳノードがＲＮＣではなくＥＰＣ　ＣＮに直接接続されている３ＧＰＰ無線ア
クセスネットワークの変形である。一般的に、Ｅ－ＵＴＲＡＮ／ＬＴＥにおいて、ＲＮＣ
の機能は、ＬＴＥにおけるｅＮＢ等のＲＢＳノードとＣＮとの間で分散される。このよう
に、ＥＰＳのＲＡＮは、ＲＮＣに報告することなくＲＢＳノードを含む本質的に平坦なア
ーキテクチャを有する。
【０００６】
　図１は、無線通信ネットワークの現在の標準的なＥＰＣアーキテクチャを示す。その構
成要素とインタフェースを含むＥＰＣアーキテクチャは、３ＧＰＰ技術仕様書（ＴＳ）２
３．４０１　Ｖ１２．０．０に更に記載されている。現在の標準Ｅ－ＵＴＲＡＮアーキテ
クチャは、例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．３００　Ｖ１２．０．０に更に記載され、定
義されている。
【０００７】
　図２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮに対する無線インタフェースユーザおよび制御プレーンプロト
コルを示す。Ｅ－ＵＴＲＡＮ無線インタフェースユーザおよび制御プレーンは、以下のプ
ロトコルレイヤとメインの機能性で構成される。
【０００８】
　［無線リソース制御（ＲＲＣ）（制御プレーンのみ）］
　制御プレーンに対する主な機能：非アクセス層（ＮＡＳ）およびアクセス層（ＡＳ）の
両方に対するシステム情報のブロードキャスト、ページング、ＲＲＣ接続処理、ＵＥに対
する一時的な識別子の割り当て、ＲＲＣ接続に対するシグナリング無線ベアラの設定、無
線ベアラの処理、ＱｏＳ（Quality of Service）管理機能、キー（鍵）管理を含むセキュ
リティ機能、モビリティ機能（ＵＥ管理の報告および報告の制御、ハンドオーバ、ＵＥセ
ル選択および再選択、およびセル選択および再選択の制御を含む）、およびＵＥへの／Ｕ
ＥからのＮＡＳ直接メッセージ転送。
【０００９】
　［パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）］
　ＵＥに対する各無線ベアラに対して１つのＰＤＣＰエンティティが存在する。ＰＤＣＰ
は、制御プレーン、すなわちＲＲＣと、ユーザプレーン、すなわち汎用パケット無線シス
テム（ＧＰＲＳ）トンネリングプロトコルユーザプレーン（ＧＴＰ－Ｕ）シグナリングを
介して受信されたユーザデータの両方に使用される。制御プレーンに対する主な機能は、
暗号化／復号化と完全性保護である。ユーザプレーンに対する主な機能は、暗号化／復号
化、ロバストヘッダ圧縮（ＲＯＨＣ）を用いたヘッダ圧縮および復元、インシーケンス（
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順序通りの）配信、重複検出、および再送である。
【００１０】
　［無線リンク制御（ＲＬＣ）］
　ＲＬＣレイヤはＰＤＣＰレイヤに対するサービスを提供し、ＵＥに対する各無線ベアラ
に対して１つのＲＬＣエンティティが存在する。制御およびユーザプレーンの両方に対す
る主な機能は、セグメンテーション／連結、再送処理、重複検出、およびより高いレイヤ
へのインシーケンス配信が含まれる。
【００１１】
　［媒体アクセス制御（ＭＡＣ）］
　ＭＡＣは、論理チャネルの形態でＲＬＣレイヤにサービスを提供し、これらの論理チャ
ネルとトランスポートチャネルとの間のマッピングを実行する。主な機能は、アップリン
クおよびダウンリンクのスケジューリング、スケジューリングメッセージの報告、ハイブ
リッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）再送、およびキャリアアグリゲーションのための複数の
コンポーネントキャリアに渡るデータの多重化／逆多重化である。
【００１２】
　［物理レイヤ（ＰＨＹ）］
　ＰＨＹは、トランスポートチャネルの形態でＭＡＣレイヤにサービスを提供し、トラン
スポートチャネルと物理チャネルとの間のマッピングを処理する。
【００１３】
　これらのプロトコルレイヤとそれらの機能性の１つ以上に関連する情報は、ＲＡＮコン
テキスト情報としてここでは称される。すなわち、特定の無線デバイスに対するこれらの
プロトコルの設定は、無線通信ネットワークにおけるこの特定の無線デバイスのＲＡＮコ
ンテキスト情報となり得る。これらのプロトコルレイヤの設定は、典型的には、ＲＲＣ設
定メッセージを介してＲＲＣによりなされる。設定特定情報の１つの例は、無線デバイス
に対する異なるプロトコルレイヤ上の異なる識別子である。しかしながら、ＲＡＮコンテ
キスト情報は、例えば、無線デバイスの無線アクセス能力、無線デバイスの以前の移動性
またはトラフィック履歴などの追加の情報をさらに含み得ることにも留意されたい。
【００１４】
　例えば、無線デバイスのＲＡＮコンテキスト情報は、無線デバイスのＲＲＣプロトコル
情報を含み得る。いくつかの実施形態では、ＲＡＮコンテキスト情報は、無線通信ネット
ワークにおける無線デバイスに対して使用される１つ以上の識別子を含み得る。そのよう
な識別子の例は、セル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ）、ＳＡＥ一時的移動
体加入者アイデンティティ（Ｓ－ＴＭＳＩ）、グローバリユニーク一時的アイデンティテ
ィ（ＧＵＴＩ）などを含み得る。いくつかの実施形態では、ＲＡＮコンテキスト情報は、
ＲＲＣプロトコルレイヤよりも下位レイヤ上の通信プロトコルに対する無線デバイスの設
定パラメータを含み得る。そのような設定パラメータの例は、ＲＬＣ確認応答モード（Ｒ
ＬＣ－ＡＭ）またはＲＬＣ否定応答モード（ＲＬＣ－ＵＭ）等のＲＬＣ設定パラメータを
含み得る、または、リソースブロック（ＲＢ）と論理チャネルとの間のマッピングパラメ
ータを含み得る。いくつかの実施形態ではＲＡＮコンテキスト情報は、無線デバイスの無
線アクセス能力情報を含み得る。そのような無線アクセス能力の例は、例えば、どのリリ
ースを無線デバイスがサポートするか、どの無線デバイスカテゴリに無線デバイスが属す
るか、どの周波数帯域および無線アクセス技術（ＲＡＴ）を無線デバイスがサポートする
かといった、３ＧＰＰ ３６．３３１規格において定義された能力である「ＵＥ－ＥＵＴ
ＲＡ－Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」のいくつかまたは全てを含み得る。いくつかの実施形態で
は、ＲＡＮコンテキスト情報は、無線デバイスの１つ以上の進行中の無線ベアラに関連す
る情報を含み得る。いくつかの実施形態では、ＲＡＮコンテキスト情報は、無線デバイス
に関連付けられる１つ以上のセキュリティキーおよび／またはシーケンス番号を含み得る
。そのようなセキュリティキーの例は、ｅＮＢキー（ＫｅＮＢ）、ＫＲＲＣｉｎｔ（すな
わち、ＲＲＣメッセージの保全性保護にために使用されるセキュリティキー）、ＫＲＲＣ
ｅｎｃ（すなわち、ＲＲＣメッセージの暗号化のために使用されるセキュリティキー）、
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ＫＵＰｅｎｃ（すなわち、ユーザプレーンデータの暗号化のために使用されるセキュリテ
ィキー）等であり得る。そのようなシーケンス番号の例は、ＰＤＣＰシーケンス番号、Ｃ
ＯＵＮＴ番号などであり得る。
【００１５】
　ネットワークノード（ｅＮＢ）の上述の機能性は、異なる手法で展開され得る。１つの
例では、全てのプロトコルレイヤと関連する機能性は、アンテナを含む同じ物理ノードに
おいて配備される。この１つの例は、いわゆるピコまたはフェムトｅＮＢである。別の例
は、いわゆるメイン－遠隔分割である。この場合、ｅＮＢはメインユニットと遠隔ユニッ
トに分けられる。メインユニットはデジタルユニット（ＤＵ）と称されてもよく、遠隔ユ
ニットは遠隔無線ユニット（ＲＲＵ）と称されてもよい。この場合、メインユニットは、
遠隔ユニットに配置されているＰＨＹの下位部分を除くすべてのプロトコルレイヤを含む
。更なる例では、遠隔ユニットとアンテナは、同じ場所に配置する。これは、アンテナ統
合無線（ＡＩＲ）システムと称され得る。
【００１６】
　［ＲＡＮにおける非アクティブＵＥの処理］
　２０１６年５月の３ＧＰＰ ＲＡＮ ３ ＷＧ会議への寄書Ｒ３－１６１２９０では、Ｃ
Ｎ／ＲＡＮ接続が下記のように維持されるＲＡＮ制御された非アクティブ状態を導入する
提案がある。ＲＡＮ制御非アクティブ状態（RAN-controlled inactive state）（ここで
はＲＡＮベース非アクティブ状態とも称される）は、ＵＥがＣＮレベルでしか知られてお
らず、ＲＡＮ内にコンテキストを有さない従来のＩＤＬＥ状態とは区別されるべきである
。ＲＡＮ制御非アクティブ状態は、ここではＲＡＮベース非アクティブ状態とも称される
。
【００１７】
　ＲＡＮ制御非アクティブ状態にあるＵＥは、この状態を利用し、そしてこの状態から利
益を得ることができるＵＥの数を最大にすることを可能にするＲＡＮ／ＣＮにおいて最小
のシグナリングおよびリソースコストを被るべきであることが提案されている。また、Ｒ
ＡＮ制御非アクティブにあるＵＥは、ネットワークに通知せずにエリア内でモビリティを
実行することも提案されている。ＲＡＮがＲＡＮ制御非アクティブ状態にあるＵＥのペー
ジングを始動できることも提案されている。
【００１８】
　ＲＡＮ制御非アクティブ状態がサポートされる場合、これは、ＲＡＮにおいて非アクテ
ィブ状態からアクティブ状態への遷移がＣＮに対して透過的であることを意味する。
　－ダウンリンクでは、これは、デフォルトの解決法では、ダウンリンクパケットが、Ｕ
Ｅが接続されていた最後のノード（アンカーＲＡＮノード）に送信されることを意味する
。その場合、そのノードは、ネットワークに通知することなくＵＥが移動することを許可
されているページングエリア内で開始されたＵＥページングに対して責任を負うことにな
る。
　・アップリンクでは、それは、データを送信するためにＵＥがアクティブ状態に遷移す
るためにＲＡＮレベルの手順を実行する必要があることを意味する。ＵＥが別のＲＡＮノ
ードに移動した場合、このＲＡＮノードは別のＲＡＮノードからＵＥコンテキストを取得
する必要があり、必要に応じて、ＵＥが新しいノードに移動したことをＣＮに通知する。
　・ＵＥがページングエリアの外側に移動した場合、ページングエリアを更新できるよう
に、モビリティについてネットワークに通知する必要がある。この手順は、ＲＡＮノード
の再配置を引き起こす可能性があり、またはＲＡＮノードを維持することができる。
【００１９】
　以下のＲＡＮ機能が想定される。
　・ダウンリンクデータに対するページング。
　・移動中のＵＥを処理するためのコンテキストフェッチ（既存のＬＴＥ手順と同様）。
　・モビリティの更新（これはコンテキストフェッチと同様のメカニズムを使用する可能
性がある）。
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【００２０】
　これらのメカニズムを可能にするために、ＵＥは、ＲＡＮ内のＵＥコンテキストを一意
に識別するＲＡＮ識別子を割り当てられる必要がある。
【００２１】
　ＵＥのＲＡＮコンテキストを検索することが不可能であるような何らかの失敗がある場
合、新しい接続設定の場合に起こり得るように、ＲＡＮコンテキストが再構築され得ると
想定される。
【００２２】
　図３と図４に基本原理を示す。
【発明の概要】
【００２３】
　本明細書では、例えば無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）制御の非アクティブ状態に
対する周期的更新タイマの設定に関するシステムおよび方法が開示される。いくつかの実
施形態では、セルラ通信ネットワークにおけるＲＡＮノードの動作方法は、周期的更新タ
イマに対するタイマ値Ｔを用いてユーザ装置（ＵＥ）を設定することを含む。このように
して、ＲＡＮノードは、例えば、ＵＥが例えばＲＡＮ制御非アクティブ状態といった非ア
クティブ状態で動作している間に周期的更新メッセージを提供するためにＵＥによって使
用される時間値Ｔを用いてＵＥを設定することができる。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノードがＵＥのＲＡＮコンテキストを
確実に記憶できるかどうかの関数である。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡ
Ｎノードの１つ以上の特性の関数である。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは別のネ
ットワークノードから受信される。いくつかの実施形態では、周期的更新タイマは、ＵＥ
がＲＡＮ非アクティブ状態であるときに、周期的な更新のためにＵＥによって利用される
タイマである。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノードがマクロノードで
ある場合、第１の値であり、ＲＡＮノードが低電力ノード（ＬＰＮ）である場合、第２の
値であり、当該第２の値は当該第１の値より小さい。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔを用いてＵＥを設定することは、ＵＥを解放する
前にタイマ値Ｔを用いてＵＥを設定することを含む。他の実施形態では、タイマ値Ｔを用
いてＵＥを設定することは、ＵＥを解放すると（解放時に）タイマ値Ｔを用いてＵＥを設
定することを含む。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔを用いてＵＥを設定することは、解放メッセージ
をＵＥへ送信することを含み、当該解放メッセージはタイマ値Ｔを含む。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、方法は更に、ＵＥとの接続を解放することと、ＵＥとの接続
を解放した後に、周期的更新タイマが満了すると（満了時に）ＵＥから更新メッセージを
受信することを含む。
【００２８】
　セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードの実施形態も開示される。いくつかの実
施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、周期的更新タイマに対す
るタイマ値Ｔを用いてＵＥを設定するように適合（構成）される。更に、いくつかの実施
形態では、ＲＡＮノードは更に、ここに開示した実施形態の任意の１つに従ってＲＡＮノ
ードの動作方法を実行するように適合される。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、１つ以上
の送信器、１つ以上のプロセッサ、および１つ以上のプロセッサによって実行可能な命令
を格納するメモリを備え、それによりＲＡＮノードは、周期的更新タイマに対するタイマ
値Ｔを用いてＵＥを設定するように動作可能である。更に、いくつかの実施形態では、１
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つ以上のプロセッサによる命令の実行により、ＲＡＮノードは更に、ここに開示した実施
形態の任意の１つに従ったＲＡＮノードの動作方法を実行するように動作可能である。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、無線通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、周期的更新
タイマに対するタイマ値を用いてＵＥを設定するように動作可能なタイマ設定モジュール
を有する。
【００３１】
　少なくとも１つのプロセッサにおいて実行される場合に、当該少なくとも１つのプロセ
ッサにここに開示した任意の１つに従ったＲＡＮノードの動作方法を実行させる命令を含
むコンピュータプログラムの実施形態も開示される。上記のコンピュータプログラムを含
むキャリアの実施形態も開示される。当該キャリアは、電気信号、光信号、無線信号、ま
たはコンピュータ可読記憶媒体のうちの１つである。
【００３２】
　セルラ通信ネットワークにおけるＵＥの動作方法の実施形態も開示される。いくつかの
実施形態では、セルラ通信ネットワークにおけるＵＥの動作方法は、周期的更新タイマに
対するタイマ値Ｔの設定をＲＡＮノードから受信することを含む。方法は更に、ＵＥとＲ
ＡＮノードとの間の接続が解放されると周期的更新タイマを開始することと、周期的更新
タイマが満了すると周期的更新メッセージをＲＡＮノードへ送信することを含む。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、方法は更に、ＲＡＮ制御非アクティブ状態にあるときに、Ｕ
ＥのＲＡＮコンテキストをＵＥに格納することを含む。いくつかの実施形態では、方法は
更に、ＲＡＮ制御された非アクティブ状態からアクティブ状態に移行する際に、必要であ
ればＵＥのＲＡＮコンテキストを再構築することを含む。
【００３４】
　いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノードがＵＥのＲＡＮコンテキストを
確実に記憶できるかどうかの関数である。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡ
Ｎノードの１つ以上の特性の関数である。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔの設定を受信すること
は、ＵＥとＲＡＮノードとの間の接続の解放の前に周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔ
の設定を受信することを含む。いくつかの他の実施形態では、周期的更新タイマに対する
タイマ値Ｔの設定を受信することは、ＵＥとＲＡＮノードとの間の接続の解放時に周期的
更新タイマに対するタイマ値Ｔの設定を受信することを含む。いくつかの実施形態では、
周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔの設定を受信することは、周期的更新タイマに対す
るタイマ値Ｔを含む解放メッセージをＲＡＮノードから受信することを含む。
【００３６】
　セルラ通信ネットワークに対するＵＥの実施形態も開示される。いくつかの実施形態で
は、セルラ通信ネットワークに対するＵＥは、周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔの設
定をＲＡＮノードから受信するように適合される。ＵＥは更に、ＵＥとＲＡＮノードとの
間の接続が解放されると周期的更新タイマを開始し、周期的更新タイマが満了すると（満
了時に）周期的更新メッセージをＲＡＮノードへ送信するように適合される。いくつかの
実施形態では、ＵＥは更に、ここに開示した実施形態の任意の１つに従ってＵＥの動作方
法を実行するように適合される。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＵＥは、１つ以上の送信器
、１つ以上の受信器、１つ以上のプロセッサ、および当該１つ以上のプロセッサにより実
行可能な命令を格納するメモリを有し、それにより、ＵＥは、周期的更新タイマのための
タイマ値Ｔの設定をＲＡＮノードから受信し、ＵＥとＲＡＮノードとの間の接続が解放さ
れると周期的更新タイマを開始し、周期的更新タイマが満了すると（満了時に）ＲＡＮノ
ードへ周期的更新メッセージを送信するように動作可能である。いくつかの実施形態では
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、１つ以上のプロセッサによる命令の実行により、ＵＥは更に、ここに開示した実施形態
の任意の１つに従ったＵＥの動作方法を実行するように動作可能である。
【００３８】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＵＥは、受信モジュール、
タイマ開始モジュール、および送信モジュールを有する。受信モジュールは、ＲＡＮノー
ドから、周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔの設定を受信するように動作可能である。
タイマ開始モジュールは、ＵＥとＲＡＮノードとの間の接続が解放されると、周期的更新
タイマを開始するように動作可能である。送信モジュールは、周期的更新タイマが満了す
ると、周期的更新メッセージをＲＡＮノードへ送信するように動作可能である。
【００３９】
　命令を含むコンピュータプログラムの実施形態は、少なくとも１つのプロセッサにおい
て実行される場合に、当該少なくとも１つのプロセッサに、ここに開示された実施形態の
任意の１つに従ってＵＥの動作方法を実行させる。上記のコンピュータプログラムを含む
キャリアの実施形態も開示される。当該キャリアは、電気信号、光信号、無線信号、また
はコンピュータ可読記憶媒体のうちの１つである。
【００４０】
　当業者であれば、本開示の範囲を理解し、添付の図面に関連付けられる以下の詳細な説
明を読んだ後に、その追加的な観点を実現化するだろう。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
　本明細書に組み入れられ、一部を構成する添付の図面は、本開示の原理を説明するのに
役立つ説明と共に、本開示のいくつかの観点を説明する。
【図１】図１は、無線通信ネットワークの現在の標準的な進化型パケットコア（ＥＰＣ（
Evolved Packet Core））アーキテクチャを示す。
【図２】図２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク（
Evolved Universal Terrestrial Radio Access Network））に対する無線インタフェース
ユーザと制御プレーンプロトコルを示す。
【図３】図３は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）における非アクティブのユーザ装
置デバイス（ＵＥ）の処理の基本原理を示す。
【図４】図４は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）における非アクティブのユーザ装
置デバイス（ＵＥ）の処理の基本原理を示す。
【図５】図５は、本開示の実施形態を実装することができるセルラ通信ネットワークの一
例を示す図である。
【図６】図６は、本開示のいくつかの実施形態によるＵＥ ＲＡＮコンテキスト格納を示
す図である。
【図７】図７は、本開示のいくつかの実施形態に従う周期的更新タイマのＲＡＮ設定を示
す。
【図８】図８は、本開示のいくつかの実施形態に従う、ＵＥのＵＥ ＲＡＮコンテキスト
を保持するかどうかに関しての決定を行うＲＡＮノードを示す図である。
【図９】図９は、ネットワークノードの例示的な実施形態を示す。
【図１０】図１０は、ネットワークノードの例示的な実施形態を示す。
【図１１】図１１は、ネットワークノードの例示的な実施形態を示す。
【図１２】図１２は、ＵＥの例示的な実施形態を示す。
【図１３】図１３は、ＵＥの例示的な実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　以下に説明する実施形態は、当業者が実施形態を実行するための情報を表し、実施形態
を実行するベストモードを説明する。添付の図面の観点から以下の説明を読むと、当業者
は本開示の観点を理解し、ここに特に検討しない、これらの観点のアプリケーションを認
識するだろう。これらのコンセプトおよびアプリケーションは、本開示と添付の特許請求
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の範囲に含まれる。
【００４３】
　無線ノード：ここで使用される「無線ノード」は、無線アクセスノードまたは無線デバ
イスのいずれかである。
【００４４】
　無線アクセスノード：  ここで使用される「無線アクセスノード」は、無線で信号を送
信および／または無線で信号を受信するように動作するセルラ通信ネットワークの無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ）におけるあらゆるノードである。用語「無線アクセスノー
ド」および「ＲＡＮノード」は、ここでは同じ意味に使用される。無線アクセスノードの
いくつかの例には、基地局（例えば、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ
）ロングタームエヴォリューション（ＬＴＥ）ネットワークにおける拡張型または進化型
ノードＢ（ｅＮＢ））、高電力またはマクロ基地局、低電力基地局（例えば、マイクロ基
地局、ピコ基地局、ホームｅＮＢなど）、および中継ノード等が含まれるが、これらに限
定されない。
【００４５】
　マクロノード：ここで使用される「マクロノード」は、無線アクセスノードの一種であ
る。マクロノードは、高電力ノードとも呼ばれることがある。マクロノードの一例は、Ｌ
ＴＥ ｅＮＢである。
【００４６】
　低電力ノード（ＬＰＮ）：ここで使用される「低電力ノード（ＬＰＮ）」は、無線アク
セスノードの一種であり、マクロノードと区別されるべきである。一般に、ＬＰＮは、マ
クロノードよりも低い送信電力を有し、したがって、マクロノードよりも小さいカバレー
ジエリアを有する。ＬＰＮのいくつかの例は、マイクロ基地局、ピコ基地局、ホームｅＮ
Ｂ等を含む。
【００４７】
　コアネットワーク（ＣＮ）ノード：ここで使用される「コアネットワーク（ＣＮ）ノー
ド」は、ＣＮにおける任意の種類のノードである。ＣＮノードのいくつかの例は、例えば
、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲー
トウェイ（Ｐ-ＧＷ）、サービス機能公開機能（ＳＣＥＦ）等を含む。
【００４８】
　無線デバイス：ここで使用される「無線デバイス」は、無線で信号を無線アクセスノー
ドへ送信および／または無線で信号を無線アクセスノードから受信することにより、セル
ラ通信ネットワークにアクセスする（すなわち、セルラ通信ネットワークによりサービス
を受ける）任意の種類のデバイスである。「無線デバイス」および「ユーザ装置（ＵＥ）
」という用語は、「ＵＥ」という用語が、他に特定されない限り（例えば、ＬＴＥ ＵＥ
として特定されない限り）任意の種類の無線デバイスを意味するように広義に使用される
ように、互換的に使用される。無線デバイスのいくつかの例は、３ＧＰＰネットワーク内
のＵＥおよびマシンタイプコミュニケーション（ＭＴＣ）装置を含むが、これらに限定さ
れない。
【００４９】
　ネットワークノード：ここで使用される「ネットワークノード」は、セルラ通信ネット
ワーク／システムのＲＡＮまたはＣＮのいずれか部分の任意のノードである。
【００５０】
　なお、ここに与えられる説明は、３ＧＰＰセルラ通信システムを目的し、それにより、
３ＧＰＰ　ＬＴＥの用語または、３ＧＰＰ　ＬＴＥの用語と同様の用語が頻繁に使用され
る。しかしながら、ここに開示される概念は、ＬＴＥまたは３ＧＰＰシステムに限定され
ない。
【００５１】
　なお、本説明では、「セル」という用語を参照することがあるが、特に第５世代（５Ｇ
）の概念に関しては、セルの代わりにビームを使用することができ、したがって、本説明
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で説明されている概念は、セルとビームの両方に等しく適用可能であることに留意するこ
とが重要である。
【００５２】
　接続されていない、または非アクティブであるＵＥのためにＲＡＮにＵＥ ＲＡＮコン
テキストを格納することは、例えばＲＡＮノードの再起動のためにＵＥ ＲＡＮコンテキ
ストが失われるという潜在的なリスクをもたらす。ＵＥコンテキストがＣＮに格納されて
いる場合も同様の問題が発生する可能性があるが、通常はＣＮノードが安全な中央環境に
配置され、追加の冗長方式が使用されるため、ＵＥコンテキストが失われるリスクは低く
なるとみなされる。一方、ピコまたはフェムト基地局などのいくつかのＲＡＮノードは、
コーヒーショップ、企業、ショッピングモール等を含む制御されていない環境内の至る所
に配置され得る。これらのノードは、場合によっては低コストである必要がある可能性が
あり、追加の高価な冗長方法は使用されなくてもよい。
【００５３】
　ＵＥ　ＲＡＮコンテキストを失うことは、ある時間期間中に、到来するデータ、ページ
ング、またはサービスのためにＵＥが到達可能ではないということにつながる可能性があ
る。時間期間は、ＵＥ自身のアクティビティと、ＵＥからの周期的な位置更新シグナリン
グによって異なる。一旦ＵＥがネットワークにコンタクトすると、ＵＥ ＲＡＮコンテキ
ストは何らかの方法で再構築されることが想定される。
【００５４】
　レガシーシステムでは、コンテキストが失われた場合にＵＥに到達できないというリス
クと、ネットワーク内のシグナリングの量の間の適切なトレードオフをとるために、コア
ネットワークによって使用される周期的位置更新タイマは１時間より長く設定される。し
かしながら、ＵＥ ＲＡＮコンテキストがより信頼性の低いノードに格納されている場合
、ＵＥ ＲＡＮコンテキストがより頻繁に失われる可能性があることを考えると、現在の
解決策は十分に良くない。
【００５５】
　ＵＥが到達不可能な状態に陥るリスクを最小限に抑える１つの方法は、ＣＮベースのペ
ージングおよび登録更新もサポートされる３ＧＰＰリリース１３無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）中断／再開の解決策におけるようなものであり得る。そのような解決策では、ＲＡＮ
コンテキストが失われても、ＣＮは依然としてページングしてＵＥに到達することができ
る。しかしながら、この解決策の欠点は、ＲＡＮにおけるページング性能を最適化するた
めにＲＡＮページングをサポートすることが望ましい場合、ＲＡＮコンテキストが失われ
た場合にもＵＥは依然としてＣＮベースのページングを監視する必要があることである。
ＵＥとネットワークにおけるこの余分な複雑さは、ごくまれにしか起こらないことに対し
て支払うためのかなり高い代償である。
【００５６】
　本開示は、ＵＥが到達不可能な状態に陥るリスクが最小化されるように、ＲＡＮにおい
てＵＥコンテキストを処理する方法をもたらす。以下の高レベルの実施形態が想定される
。
　・より信頼性が低いと考えられるＲＡＮノード（例えば、ピコまたはフェムトノード）
が非アクティブ状態において短い周期的更新タイマをＵＥに割り当てるように使用される
、ＵＥにおける設定可能な周期的更新タイマの使用。ここで、信頼性が高いと考慮される
ＲＡＮノードはより長いタイマを使用する。このようにして、周期的な更新の合計量はそ
れほど影響されないが、ＵＥが到達不可能な状態に陥るリスクは最小限に抑えられる。
　・ＵＥがそのような信頼できないＲＡＮノードによって非アクティブ状態に送り出され
るときに、信頼できないＲＡＮノード（例えば、ピコまたはフェムトノード）からより信
頼できるＲＡＮノードへＵＥコンテキストを移動する可能性。これは、ＲＡＮがＵＥを非
アクティブ状態にすることを決定したときになされ得る。それは、最初にそれがインタフ
ェースを有する、より信頼性の高いＲＡＮノードにＵＥ ＲＡＮコンテキストを転送し、
そして次にそのより信頼性の高いＲＡＮノードに関連するコンテキスト識別子をＵＥに提
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供する。
　・ＲＡＮベースの非アクティブ状態（ＲＡＮページングを含む）が信頼できるＲＡＮノ
ードに格納されたコンテキストを有するＵＥに対してのみ使用される解決策に対しては、
信頼できないＲＡＮノードにおけるＵＥはＣＮページングを伴うＣＮベースのスリープ状
態でのみサポートされる。この解決策では、ＵＥは１つのタイプのページングを監視する
だけでよい。
【００５７】
　ここに開示されている実施形態を使用することによって、ＵＥが到達不可能な状態に陥
るリスクを低減することが可能となり、これはオペレータおよびエンドユーザの両方にと
って有益である。それはまた、多くの余分な複雑さをもたらすＲＡＮページングに加えて
ＣＮページングの必要性を回避する。
【００５８】
　これに関して、図５は、本開示の実施形態を実施することができるセルラ通信ネットワ
ーク１０の一例を示す。図示するように、セルラ通信ネットワーク１０は、ＲＡＮを含む
。この例では、ＲＡＮは、マクロセル１４にサービスを提供するマクロノード１２と、ス
モールセル１８にサービスを提供するＬＰＮ１６を含む。ＵＥ２０は、無線信号をマクロ
ノード１２および／またはＬＰＮ１６に送信し、無線信号をマクロノード１２および／ま
たはＬＰＮ１６から受信する。ここに説明される実施形態のこの文脈では、マクロノード
１２は、ＵＥ２０のＲＡＮコンテキストがマクロノード１２に確実に格納され得るという
意味で信頼できる無線アクセスノードまたは基地局の一例である。逆に、この例では、Ｌ
ＰＮ１６は、ＵＥ２０のＲＡＮコンテキストがＬＰＮ１６に確実に格納されない可能性が
あるという意味で信頼できない無線アクセスノードまたは基地局の一例である。ただし、
これは一例である。
【００５９】
　マクロノード１２およびＬＰＮ１６は、有線または無線インタフェースであり得る対応
するＣＮインタフェース（例えば、Ｓ１インタフェース）を介してコアネットワーク２２
に接続される。図示されていないが、マクロノード１２およびＬＰＮ１６は、有線または
無線インタフェースであり得る基地局間インタフェース（例えば、Ｘ２インタフェース）
を介して互いに接続され得る。コアネットワーク２２は、適切なインタフェースを介して
データネットワーク２４に接続されている。
【００６０】
　図６は、本開示のいくつかの実施形態に従うＵＥ ＲＡＮコンテキスト格納を示す。特
に、図６は、本開示のいくつかの実施形態に従って、ＲＡＮ＿ピコとして指定された信頼
性が低いピコＲＡＮノード（例えば図５のＬＰＮ１６）により、ＲＡＮ＿マクロとして指
定された信頼性の高いマクロＲＡＮノード（例えば図５のマクロノード１２）において、
ＵＥ（例えば、図５のＵＥ２０のうちの１つ）のＵＥ ＲＡＮコンテキストがどのように
格納されるかを示す。なお、この例ではピコＲＡＮノードが使用されているが、プロセス
は、より一般的なＬＰＮ、またはさらに一般的には、ＵＥのＲＡＮコンテキスト情報を確
実に格納することができない他の任意の種類の無線アクセスノード（すなわち、任意の他
のタイプのＲＡＮノード）にも等しく適用可能である。例えば、ＲＡＮノードは、例えば
、メモリ不足などの様々な問題のために、ＵＥ　ＲＡＮコンテキスト情報を確実に格納す
ることができない可能性がある。
【００６１】
　図示するように、図６のプロセスは以下の通りである。
　●ステップ１００：データ接続は、ＵＥとデータ＿ネットワーク（例えば、図５のデー
タネットワーク２４）との間に確立され、それにより、ＵＥは、ＲＡＮ＿ピコとのアクテ
ィブな接続を有する。
　●ステップ１０２：例えば、非アクティブのために、ＲＡＮ＿ピコノードは、ＵＥとの
接続を解放する、例えば、それを非アクティブ状態（例えば、ＲＡＮ制御非アクティブ状
態）に移行（移動）させることを決定する。



(16) JP 2020-184789 A 2020.11.12

10

20

30

40

50

　●ステップ１０４：ＲＡＮ＿ピコノードは、ＵＥ　ＲＡＮコンテキスト格納手順をサポ
ートするインタフェースを介して、ＵＥ　ＲＡＮコンテキストの格納のためにＲＡＮ＿マ
クロノードへ要求を送信する。当該要求は、ＵＥのＵＥ　ＲＡＮコンテキストを含む。
　●ステップ１０６：ＲＡＮ＿マクロノードは、ＵＥのＵＥ　ＲＡＮコンテキストを格納
し、そのＲＡＮ＿マクロノード上のＵＥのＵＥ　ＲＡＮコンテキストに割り当てられたＵ
Ｅ　ＲＡＮコンテキスト識別情報（identity）を含む応答メッセージで応答する。
　●ステップ１０８：ＲＡＮ＿ピコノードは、例えばＵＥを非アクティブ状態（例えば、
ＲＡＮ制御非アクティブ状態）に移行させることによって、ＵＥとの接続を解放する。そ
れは、ステップ１０６において、ＲＡＮ＿マクロノードによって提供されたＵＥ　ＲＡＮ
コンテキスト識別情報をＵＥに提供する。
【００６２】
　図７は、本開示のいくつかの実施形態に従う周期的更新タイマのＲＡＮ設定を示す。特
に、図７は、ＲＡＮノード（この例ではＲＡＮ＿ピコであるが他の何らかのＲＡＮノード
でもあり得る）がＵＥの周期的更新タイマのためにタイマ値Ｔをどのように設定するかを
示す。また、ここで、ＲＡＮ＿ピコは、例えば、図５のＬＰＮ１６であり得る。また、Ｕ
Ｅは、図５のＵＥ２０のうちの１つであり得る。プロセスは以下の通りである。
　●ステップ２００：データ接続は、ＵＥとデータ＿ネットワーク（例えば、図５のデー
タネットワーク２４）との間に確立され、それにより、ＵＥは、ＲＡＮ＿ピコノードとの
アクティブな接続を有する。
　●ステップ２０２：いくつかの実施形態では（すなわち、第１の選択肢では）、ＲＡＮ
＿ピコノードは、接続解放の前に周期的更新タイマをタイマ値Ｔに設定する。この例では
、ＲＡＮ＿ピコノードは、ＵＥ　ＲＡＮコンテキストを格納することに関して信頼できな
いと考えられるので、タイマ値Ｔは、信頼性の高いＲＡＮノード（例えば、マクロノード
１２）に対するそれぞれのタイマ値Ｔよりも小さい。例えば、ＲＡＮ＿ピコノードによっ
て設定されたタイマ値Ｔは、数時間程度ではなく、数秒または数分程度であり得る。
　●ステップ２０４：例えば、非アクティブのために、ＲＡＮ＿ピコノードは、ＵＥとの
接続を解放すること、例えば、それを非アクティブ状態に移行させる（例えば、それをＲ
ＡＮ制御された非アクティブ状態に移行させる）ことを決定する。なお、ここでは「解放
」という用語が使用されているが、例えば「中断」、「ＵＥをＲＡＮ制御非アクティブ状
態にする」などの他の用語を使用することができることに留意されたい。
　●ステップ２０６：ＲＡＮ＿ピコノードは、例えばＵＥを非アクティブ状態（例えば、
ＲＡＮ制御非アクティブ状態）に移行させることによって、ＵＥとの接続を解放する。第
２の選択肢では、ＲＡＮ＿ピコノードは、接続を解放するときにタイマ値Ｔを設定する（
例えば、タイマ値Ｔは解放メッセージに含まれる）。したがって、いくつかの実施形態で
は、ステップ２０２でタイマ値Ｔが設定され、他の実施形態では、接続を解放するときに
タイマ値Ｔがステップ２０６で設定される。
　●ステップ２０８：一旦接続が解放されると（したがって、ＵＥがＲＡＮベースの非ア
クティブ状態に入ると）、ＵＥは、タイマ値Ｔに設定された周期的更新タイマを開始する
。タイマは、期限が切れるまで（満了するまで）動作し続ける。ＵＥは、ＲＡＮベースの
非アクティブ状態にある間、ＵＥのＲＡＮコンテキストを記憶する。格納されたＲＡＮコ
ンテキストは、ＲＡＮベースのアクティブ状態に戻るときにＵＥによって使用される。す
なわち、ＵＥは、セル内で（ＲＡＮベースの）接続状態にもはやないとき、ＵＥのＲＡＮ
コンテキストを記憶する。これは、この情報を破棄する代わりに、セルに戻る場合に、Ｕ
Ｅがこの情報を保存またはキャッシュすることができることを意味する。
　●ステップ２１０：（ネットワークへのシグナリングを必要とする時間中にＵＥが他の
動作を実行していないと仮定すると）タイマが満了すると（満了時に）、ＵＥは定期的な
更新メッセージを送信する。
　●ステップ２１２：オプション的に、ネットワーク（例えば、ＲＡＮ＿ピコノード）は
確認応答メッセージを返すことができる。
　●ステップ２１４：ＵＥが送信または受信するデータを持っていない場合、ＵＥはタイ
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マをタイマ値Ｔにリセットし、タイマが再び満了する（期限が切れる）まで非アクティブ
状態に戻る。リセットされると、タイマは満了するまで実行を続ける。
　●ステップ２１６：（ＵＥがその間に他の動作を実行していないと仮定して）タイマが
満了すると（満了時に）、ＵＥは周期的更新メッセージを送信する。
　●ステップ２１８：オプション的に、ネットワーク（例えば、ＲＡＮ＿ピコノード）は
確認応答メッセージを返すことができる。
プロセスはこのようにして続く。
【００６３】
　なお、いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノードがＵＥのＲＡＮコンテキ
ストを確実に格納できる場所の関数であることに留意されたい（例えば、ＲＡＮノードの
種類またはクラス、ＲＡＮノードでのメモリ使用量など、または他の方法で決定されるよ
うな、ＲＡＮノードの１以上の特性に基づいて決定される）。いくつかの他の実施形態で
は、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノードの１つ以上の特徴（例えば、ＲＡＮノードの種類または
クラス、メモリの量、メモリの使用量等）の関数である。いくつかの実施形態では、タイ
マ値Ｔは、ＲＡＮノード自身により決定または設定される。しかしながら、他の実施形態
では、タイマ値Ｔは、例えば、ネットワーク内の他の何らかのノード（例えば、運用管理
（ＯＡＭ）システム）によって決定または設定され、ＲＡＮノードに送信される。
【００６４】
　図８は、本開示のいくつかの実施形態に従う、ＵＥのＵＥ ＲＡＮコンテキストを保持
するかどうかに関して決定を行うＲＡＮノードを示す。特に、図８は、ＲＡＮノード（例
えば、図５のマクロノード１２またはＬＰＮ１６）がどのようにしてＵＥを非アクティブ
状態に解放するという決定を行うかを示す。決定は、ＲＡＮにＲＡＮコンテキストが格納
されていないＣＮアイドル状態、またはＵＥのＲＡＮコンテキストが格納されてＵＥがＣ
Ｎ接続状態に維持されているＲＡＮ非アクティブ状態にＵＥを解放することであり得る。
決定は、とりわけ、ＲＡＮノード内のコンテキスト記憶の信頼性（これは、ノード全体の
信頼性であり得る）に基づく。プロセスは以下の通りである。
　●ステップ３００：データ接続は、ＵＥとデータ＿ネットワーク（例えば、図５のデー
タネットワーク２４）との間に確立され、それにより、ＵＥは、ＲＡＮ＿ノードとのアク
ティブな接続を有する。
　●ステップ３０２：例えば、非アクティブのために、ＲＡＮ＿ノードは、ＵＥとの接続
を解放する、例えば、それを非アクティブ状態に移行させることを決定する。ＲＡＮ＿ノ
ードは、ＲＡＮにＲＡＮコンテキストが格納されていないＣＮアイドル状態に、または、
ＵＥのＲＡＮコンテキストが格納されてＣＮ接続状態に維持されるＲＡＮ非アクティブ状
態にＵＥを解放するかどうかを決定する。
　●ステップ３０４と３０６：ＲＡＮ＿ノードがＵＥをＣＮアイドル状態へ解放すること
を決定した場合、ＵＥをＣＮアイドル状態へ解放することを、ＵＥ（ステップ３０４）と
コア＿ネットワーク（ステップ３０６）の両方へシグナリングする。上記のように、この
場合、ＵＥのＲＡＮコンテキストはＲＡＮに格納されない。
　●ステップ３０８：ＲＡＮ＿ノードがＵＥをＲＡＮ非アクティブ状態に解放することを
決定した場合、ＲＡＮ＿ノードはＵＥにＲＡＮ非アクティブ状態に解放するようにシグナ
リングする。この場合、ＵＥのＲＡＮコンテキストはＲＡＮに格納される。ＲＡＮコンテ
キストは、従来の方法でＲＡＮノードに格納されてもよく、または別のＲＡＮノード（例
えば、上述のようなより信頼性の高いＲＡＮノード）に格納されてもよい。
【００６５】
　図９は、本開示のいくつかの実施形態に従う、ネットワークノード２６の概略的なブロ
ック図である。ネットワークノード２６は、例えば、図５のマクロノード１２またはＬＰ
Ｎ１６といったＲＡＮノードであり得る。図示するように、ネットワークノード２６は、
１つ以上のプロセッサ３０を含む処理回路（例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等）を
含む制御システム２８を含む。制御システム２８は更に、メモリ３２とネットワークイン
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タフェース３４を含む。また、ネットワークノード２６がＲＡＮノードである場合、ネッ
トワークノード２６はまた、それぞれが１つ以上のアンテナ４２に接続された１つ以上の
送信器３８と１つ以上の受信器４０を含む、１つ以上の無線ユニット３６を含む。いくつ
かの実施形態では、無線ユニット３６は制御システム２８の外部にあり、例えば有線接続
を介して制御システム２８に接続されている。しかしながら、いくつかの他の実施形態で
は、無線ユニット３６および潜在的にアンテナ４２は制御システム２８と一体になってい
る。１つ以上のプロセッサ３０は、ここに説明するようなネットワークノードの１つ以上
の機能を提供するように動作する。いくつかの実施形態では、機能は、例えばメモリ３２
に格納され、１つ以上のプロセッサ３０によって実行されるソフトウェアで実装される。
【００６６】
　図１０は、本開示のいくつかの実施形態に従うネットワークノード２６の仮想化された
実施形態を示す概略的なブロック図である。この議論は、他の種類の無線アクセスノード
にも同様に適用可能である。さらに、他のタイプのネットワークノードも、同様な仮想化
された構造を有し得る。
【００６７】
　ここで使用されるような「仮想化された」ネットワークノード（例えば、仮想化された
基地局または仮想化された無線アクセスノード）は、ネットワークの機能性の少なくとも
一部分が、（例えば、ネットワークにおける物理的な処理ノード上で実行する仮想マシン
を介して、）仮想的なコンポーネントとして実装されるネットワークノードの実装である
。図示されるように、この例では、ネットワークノード２６は、上述したように、１つ以
上のプロセッサ３０（例えば、ＣＰＵ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ等）を含む制御システム２８
、メモリ３２、およびネットワークインタフェース３４、並びに、ネットワークノードの
種類に依存して、それぞれが１つ以上のアンテナ４２に接続される１つ以上の送信器３８
と１つ以上の受信器４０を含む１つ以上の無線ユニット３６を有する。制御システム２８
は、例えば光ケーブル等を介して、無線ユニット３６に接続される。制御システム２８は
、ネットワークインタフェース３４を介してネットワーク４６に接続された、または、ネ
ットワークインタフェース３４を介してネットワーク４６の一部として含まれる、１つ以
上の処理ノード４４に接続される。各処理ノード４４は、１つ以上のプロセッサ４８（例
えば、ＣＰＵ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ等）、メモリ５０、および、ネットワークインタフェ
ース５２を含む。
【００６８】
　この例では、ここで記載されるネットワークノードの機能５４（例えばマクロノード１
２（ＲＡＮ＿マクロノード）またはＬＰＮ１６（例えばＲＡＮ＿ピコノード）の機能また
はＲＡＮ＿ノードの機能）は、１つ以上の処理ノード４４において実装されるか、任意の
所望の方法で制御システム２８と１つ以上の処理ノード４４に渡って分散される。機能５
４は、例えば、図６に関連して記載したＲＡＮ＿ピコノードにより実行される１つ以上の
機能５４、図７のＲＡＮ＿ピコノードにより実行される１つ以上の機能５４、および／ま
たは図８のＲＡＮ＿ノードにより実行される１つ以上の機能５４を含み得る。いくつかの
特定の実施形態では、ここに記載したネットワークノード２６の機能５４のいくつかまた
は全ては、処理ノード４４によりホストされる仮想環境において実装される１つ以上の仮
想マシンにより実行される仮想コンポーネントとして実装される。当業者には理解される
ように、処理ノード４４と制御システム２８との間の追加的なシグナリングまたは通信は
、所望の機能５４の少なくともいくつかを実行するために使用される。特に、いくつかの
実施形態では、無線ユニット３６が適切なネットワークインタフェースを介して直接的に
処理ノード４４と通信するケースでは、制御システム２８は含まれなくてもよい。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのプロセッサによって実行されると、当該少
なくとも１つのプロセッサに、ここに記載した実施形態のいずれかに従う仮想環境におけ
るネットワークノードの１つ以上の機能５４を実装するネットワークノードまたはノード
（例えば、処理ノード４４）の機能を実行させる命令を含むコンピュータプログラムが提
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供される。いくつかの実施形態では、前述のコンピュータプログラムプロダクトを含むキ
ャリアが提供される。キャリアは、電子信号、光信号、無線信号、または、コンピュータ
可読媒体（例えば、メモリといった持続性のコンピュータ可読媒体）のいずれか１つであ
る。
【００７０】
　図１１は、本開示のいくつかの他の実施形態に従う、ネットワークノード２６の概略的
なブロック図である。ネットワークノード２６は、それぞれがソフトウェアにおいて実装
される、１つ以上のモジュール５６を有する。モジュール５６は、ここに記載したネット
ワークノード２６の機能性を提供する。例えば、モジュール５６は、図６に関連して記載
したＲＡＮ＿ピコノードの動作を実行する１つ以上のモジュール、図７のＲＡＮ＿ピコノ
ードの動作を実行する１つ以上のモジュール、および／または、図８のＲＡＮ＿ノードの
動作を実行するように動作する１つ以上のモジュールを含み得る。
【００７１】
　図１２は、本開示のいくつかの実施形態に従う、ＵＥ２０の概略的なブロック図である
。図示するように、ＵＥ２０は、１つ以上のプロセッサ５８（例えば、ＣＰＵ、ＡＳＩＣ
、ＦＰＧＡ等）を含む。ＵＥ２０は更に、メモリ６０、および、それぞれが１つ以上のア
ンテナ６８に接続された１つ以上の送信器６４と１つ以上の受信器６６を含む、１つ以上
の送受信器６２を有する。いくつかの実施形態では、上述したＵＥ２０機能性（例えば、
図６、図７、および／または図８に関連して記載したＵＥ２０の機能性）、は、完全に、
または、部分的に、例えばメモリ６０に格納されたソフトウェアにおいて実装され、プロ
セッサ５８により実行され得る。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、少なくとも１つのプロセッサにより実行される場合に、当該
少なくとも１つのプロセッサに、ここに説明した実施形態のいずれかに従うＵＥ２０の機
能性を実行させる命令を含むコンピュータプログラムが提供される。いくつかの実施形態
では、前述のコンピュータプログラムプロダクトを含むキャリアが提供される。キャリア
は、電子信号、光信号、無線信号、または、コンピュータ可読媒体（例えば、メモリとい
った持続性のコンピュータ可読媒体）のいずれか１つである。
【００７３】
　図１３は、本開示のいくつかの他の実施形態に従う、ＵＥ２０の概略的なブロック図で
ある。ＵＥ２０は、それぞれがソフトウェアにおいて実装される、１つ以上のモジュール
７０を有する。モジュール７０は、ここに記載したＵＥ２０の機能性を提供する。例えば
、モジュール７０は、図６に関連して記載したＵＥの動作を実行する１つ以上のモジュー
ル、図７のＵＥの動作を実行する１つ以上のモジュール、および／または、図８のＵＥの
動作を実行するように動作する１つ以上のモジュールを含み得る。
【００７４】
　それに限定されないが、本開示のいくつかの例示的実施形態が以下に提供される。いく
つかの実施形態では、セルラ通信ネットワークにおけるＲＡＮノードの動作方法は、第２
のＲＡＮノードにＵＥのＲＡＮコンテキストを格納すること、第２のＲＡＮノードに格納
されているＵＥのＲＡＮコンテキストのＲＡＮコンテキスト識別情報を取得すること、お
よびＲＡＮコンテキスト識別情報をＵＥに提供することを含む。いくつかの実施形態では
、ＲＡＮコンテキスト識別情報をＵＥに提供することは、ＵＥの接続を解放した場合にＲ
ＡＮコンテキスト識別情報をＵＥに提供することを含む。いくつかの実施形態では、方法
は更に、ＵＥの接続を解放することを決定することを含み、第２のＲＡＮノードにＵＥの
ＲＡＮコンテキストを格納することは、ＵＥの接続を解放することを決定すると第２のＲ
ＡＮノードにＵＥのＲＡＮコンテキストを格納することを含む。いくつかの実施形態では
、第２のＲＡＮノードにＵＥのＲＡＮコンテキストを格納することは、ＵＥのＲＡＮコン
テキストを格納する要求であって、ＵＥのＲＡＮコンテキストを含む要求を第２のノード
へ送信することを含み、ＲＡＮコンテキスト識別情報を取得することは、要求に応答して
第２のＲＡＮノードから第２のＲＡＮノードに格納されているＵＥのＲＡＮコンテキスト
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のＲＡＮコンテキスト識別情報を含む応答を受信することを含む。いくつかの実施形態で
は、第１のＲＡＮノードはＬＰＮであり、第２のＲＡＮノードはマクロノードである。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対する第１のＲＡＮノードは、第
２のＲＡＮノードにＵＥのＲＡＮコンテキストを格納し、第２のＲＡＮノードに格納され
ているＲＡＮコンテキストのＲＡＮコンテキスト識別情報を取得し、ＲＡＮコンテキスト
識別情報をＵＥに提供するように適合される。更に、いくつかの実施形態では、ＲＡＮノ
ードは更に、上記の第１のＲＡＮノードの動作方法を実行するように適合される。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対する第１のＲＡＮノードは、通
信インタフェース、１つ以上の送信器、１つ以上のプロセッサ、および１つ以上のプロセ
ッサにより実行可能な命令を格納するメモリを有し、それにより、第１のＲＡＮノードは
、通信インタフェースを介して、第２のＲＡＮノードにＵＥのＲＡＮコンテキストを格納
し、第２のＲＡＮノードに格納されているＵＥのＲＡＮコンテキストのＲＡＮコンテキス
ト識別情報を取得し、１つ以上の送信器を介して、ＲＡＮコンテキスト識別情報をＵＥに
提供するように動作可能である。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対する第１のＲＡＮノードは、第
２のＲＡＮノードにＵＥのＲＡＮコンテキストを格納するように動作可能な格納モジュー
ルと、第２のＲＡＮノードに格納されているＲＡＮコンテキストのＲＡＮコンテキスト識
別情報を取得するように動作可能な取得モジュールと、ＲＡＮコンテキスト識別情報をＵ
Ｅに提供するように動作可能な提供モジュールとを有する。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークにおけるＵＥの動作方法は、第１の
ＲＡＮノードから、第２のＲＡＮノードに格納されているＵＥのＲＡＮコンテキストのＲ
ＡＮコンテキスト識別情報を受信することを含む。更に、いくつかの実施形態では、ＲＡ
Ｎコンテキスト識別情報を受信することは、第１のＲＡＮノードから接続解放を受信する
ことを含み、当該接続解放はＲＡＮコンテキスト識別情報を含む。更に、いくつかの実施
形態では、第１のＲＡＮノードはＬＰＮであり、第２のＲＡＮノードはマクロノードであ
る。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＵＥは、第１のＲＡＮノー
ドから、第２のＲＡＮノードに格納されているＲＡＮコンテキストのＲＡＮコンテキスト
識別情報を受信するように適合される。更に、いくつかの実施形態では、ＵＥは更に、上
述のＵＥの実施形態の任意の１つに従って動作するように適合される。
【００８０】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＵＥは、１つ以上の受信器
、１つ以上のプロセッサ、および１つ以上のプロセッサによって実行可能な命令を格納す
るメモリを備え、それによりＵＥは、第１のＲＡＮノードから、第２のＲＡＮノードに格
納されているＵＥのＲＡＮコンテキストのＲＡＮコンテキスト識別情報を受信するように
動作可能である。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＵＥは、第１のＲＡＮノー
ドから、第２のＲＡＮノードに格納されているＲＡＮコンテキストのＲＡＮコンテキスト
識別情報を受信するように動作可能な受信モジュールを有する。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークにおけるＲＡＮノードの動作方法は
、周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔを用いてＵＥを設定することを含む。更に、いく
つかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノードがＵＥのＲＡＮコンテキストを確実に
記憶できるかどうかの関数である。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノー
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ドの１つ以上の特性の関数である。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは別のネットワ
ークノードから受信される。いくつかの実施形態では、周期的更新タイマは、ＵＥがＲＡ
Ｎ非アクティブ状態にあるときに周期的更新のためにＵＥによって利用されるタイマであ
る。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔは、ＲＡＮノードがマクロノードである場合、
第１の値であり、ＲＡＮノードがＬＰＮである場合、第２の値であり、当該第２の値は当
該第１の値より小さい。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔを用いてＵＥを設定するこ
とは、ＵＥを解放する前にタイマ値Ｔを用いてＵＥを設定することを含む。いくつかの実
施形態では、タイマ値Ｔを用いてＵＥを設定することは、ＵＥを解放すると（解放時に）
タイマ値Ｔを用いてＵＥを設定することを含む。いくつかの実施形態では、タイマ値Ｔを
用いてＵＥを設定することは、解放メッセージをＵＥへ送信することを含み、当該解放メ
ッセージはタイマ値Ｔを含む。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、周期的更
新タイマに対するタイマ値Ｔを用いてＵＥを設定するように適合される。更に、いくつか
の実施形態では、ＲＡＮノードは更に、上述したＲＡＮノードの動作方法の実施形態の任
意の１つの方法を実行するように適合される。
【００８４】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、１つ以上
の送信器、１つ以上のプロセッサ、および１つ以上のプロセッサによって実行可能な命令
を格納するメモリを備え、それによりＲＡＮノードは、周期的更新タイマに対するタイマ
値Ｔを用いてＵＥを設定するように動作可能である。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、無線通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、周期的更新
タイマに対するタイマ値Ｔを用いてＵＥを設定するように動作可能なタイマ設定モジュー
ルを有する。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークにおけるＲＡＮノードの動作方法は
、ＵＥに対する接続解放決定を行うことを含む。ここで、接続解放決定は、ＵＥをＣＮア
イドル状態またはＲＡＮ非アクティブ状態に解放する決定であり、接続解放決定がＵＥを
ＣＮアイドル状態へ解放する決定である場合はＵＥをＣＮアイドル状態へ解放し、ここで
ＵＥのＲＡＮコンテキストはＵＥがＣＮアイドル状態であるときにＲＡＮへ格納されない
。また、接続解放決定がＵＥをＲＡＮ非アクティブ状態に解放する決定である場合はＵＥ
をＲＡＮ非アクティブ状態に解放し、ここで、ＵＥのＲＡＮコンテキストはＵＥがＲＡＮ
非アクティブ状態にあるときにＲＡＮへ格納され、よってＣＮ接続状態となる。いくつか
の実施形態では、接続解放決定を行うことは、ＵＥのＲＡＮコンテキストを確実に格納す
るためのＲＡＮノードの能力に基づいて接続解放決定を行うことを含む。いくつかの実施
形態では、接続解放決定は、ＲＡＮノードがＬＰＮである場合に、ＵＥをＣＮアイドル状
態に解放する決定である。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、ＵＥに対
する接続解放決定を行うように適合される。ここで、接続解放決定は、ＵＥをＣＮアイド
ル状態またはＲＡＮ非アクティブ状態に解放する決定であり、接続解放決定がＵＥをＣＮ
アイドル状態へ解放する決定である場合はＵＥをＣＮアイドル状態へ解放し、ここでＵＥ
のＲＡＮコンテキストはＵＥがＣＮアイドル状態であるときにＲＡＮノードへ格納されな
い。また、接続解放決定がＵＥをＲＡＮ非アクティブ状態に解放する決定である場合はＵ
ＥをＲＡＮ非アクティブ状態に解放し、ここで、ＵＥのＲＡＮコンテキストはＵＥがＲＡ
Ｎ非アクティブ状態にあるときにＲＡＮノードへ格納され、よってＣＮ接続状態となる。
いくつかの実施形態では、ＲＡＮノードは更に、上述した実施形態の任意の１つに従って
ＲＡＮノードの動作方法を実行するように適合される。
【００８８】
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　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、１つ以上
の送信器、１つ以上のプロセッサ、および、１つ以上のプロセッサにより実行可能な命令
を含むメモリを有し、それにより、第１のＲＡＮノードは、ＵＥに対する接続解放決定で
あって、ＵＥをＣＮアイドル状態またはＲＡＮ非アクティブ状態に解放する決定である接
続解放決定を行い、接続解放決定がＵＥをＣＮアイドル状態へ解放する決定である場合は
ＵＥをＣＮアイドル状態へ解放し、ここでＵＥのＲＡＮコンテキストはＵＥがＣＮアイド
ル状態であるときにＲＡＮノードへ格納されず、また、接続解放決定がＵＥをＲＡＮ非ア
クティブ状態に解放する決定である場合はＵＥをＲＡＮ非アクティブ状態に解放し、ここ
で、ＵＥのＲＡＮコンテキストはＵＥがＲＡＮ非アクティブ状態にあるときにＲＡＮノー
ドへ格納され、よってＣＮ接続状態となる、ように動作可能である。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、セルラ通信ネットワークに対するＲＡＮノードは、ＵＥに対
する接続解放決定を行うように動作可能な決定モジュールを有し、ここで、接続解放決定
は、ＵＥをＣＮアイドル状態またはＲＡＮ非アクティブ状態に解放する決定であり、接続
解放決定がＵＥをＣＮアイドル状態へ解放する決定である場合はＵＥをＣＮアイドル状態
へ解放し、ここでＵＥのＲＡＮコンテキストはＵＥがＣＮアイドル状態であるときにＲＡ
Ｎノードへ格納され、また、接続解放決定がＵＥをＲＡＮ非アクティブ状態に解放する決
定である場合はＵＥをＲＡＮ非アクティブ状態に解放し、ここで、ＵＥのＲＡＮコンテキ
ストはＵＥがＲＡＮ非アクティブ状態にあるときにＲＡＮノードへ格納され、よってＣＮ
接続状態となる。
【００９０】
　以下の頭字語は、本開示を通じて使用される。
・第２世代
・３ＧＰＰ：第３世代パートナーシッププロジェクト
・５Ｇ：第５世代
・ＡＩＲ：アンテナ統合無線
・ＡＳ：アクセス層
・ＡＳＩＣ：特定用途向け集積回路
・ＢＳＣ：基地局コントローラ
・ＣＮ：コアネットワーク
・ＣＰＵ；中央処理ユニット
・Ｃ－ＲＮＴＩ：セル無線ネットワーク一時的識別子
・ＤＵ：デジタルユニット
・ｅＮＢ：強化型（Enhanced）または進化型（Evolved）ノードＢ
・ＥＰＣ：進化型パケットコア
・ＥＰＳ：進化型パケットシステム
・Ｅ－ＵＴＲＡＮ：進化型ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク
・ＦＰＧＡ：フィールドプログラマブルゲートアレイ
・ＧＰＲＳ：汎用パケット無線システム
・ＧＳＭ：移動通信のためのグローバルシステム
・ＧＴＰ－Ｕ：汎用パケット無線システムトンネリングプロトコルユーザプレーン
・ＧＵＴＩ：グローバリユニーク一時的識別情報
・ＨＡＲＱ：ハイブリッド自動再送要求
・ＨＳＤＰＡ：高速ダウンリンクパケットアクセス
・ｅＮＢ：強化型（Enhanced）または進化型（Evolved）ノードＢ
・低電力ノード（ＬＰＮ）
・ＬＴＥ：ロングタームエヴォリューション
・媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
・ＭＭＥ：モビリティ管理エンティティ
・ＭＴＣ：マシーンタイプ通信
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・ＮＡＳ：非アクセス層
・ＯＡＭ：運用管理
・ＰＤＣＰ：パケットデータコンバージェンスプロトコル
・ＰＤＮ：パケットデータネットワーク
・Ｐ－ＧＷ：パケットデータネットワークゲートウェイ
・ＰＨＹ：物理レイヤ
・ＱｏＳ：サービスの品質
・ＲＡＮ：無線アクセスネットワーク
・ＲＡＴ：無線アクセス技術
・ＲＢ：リソースブロック
・ＲＢＳ：無線基地局
・ＲＲＣ：無線リンク制御
・ＲＬＣ－ＡＭ：無線リンク制御確認応答モード
・ＲＬＣ－ＵＭ：無線リンク制御否定応答モード
・ＲＮＣ：無線ネットワークコントローラ
・ＲＯＨＣ：ロバストヘッダ圧縮
・ＲＲＣ：無線リソース制御
・ＲＲＵ：遠隔無線ユニット
・ＳＡＥ：システムアーキテクチャ進化
・ＳＣＥＦ：サービス能力露出機能
・Ｓ－ＴＭＳＩ：システムアーキテクチャ進化一時的モバイル加入者識別情報
・ＴＳ：技術仕様
・ＵＥ：ユーザ装置
・ＵＭＴＳ：ユニバーサルモバイル電気通信システム
・ＵＴＲＡＮ：ユニバーサル地上無線アクセスネットワーク
・ＷＣＤＭＡ：広帯域符号分割多重アクセス
【００９１】
　当業者であれば、本開示の実施形態に対する改良および修正を認識するだろう。そのよ
うな改良および修正は、ここに開示された概念内で考慮される。
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年8月4日(2020.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ通信ネットワーク（１０）における無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）基地局
（１２、１６）の動作方法であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）（２０）に対して、前記ＵＥをＲＡＮ制御非アクティブ状態に移行
させるための解放メッセージを送信すること（２０６）を含み、前記解放メッセージは、
周期的更新タイマに対するタイマ値Ｔの設定を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記周期的更新タイマは、前記ＵＥ（２０）がＲＡＮ
非アクティブ状態であるときに、周期的な更新のために前記ＵＥ（２０）によって利用さ
れるタイマである、方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の方法であって、前記タイマ値Ｔは、前記ＲＡＮ基地局（１２
、１６）がマクロノードである場合、第１の値であり、前記ＲＡＮ基地局（１２、１６）
がマクロノードより低い送信電力を有する低電力ノード（ＬＰＮ）である場合、第２の値
であり、前記第２の値は前記第１の値より小さい、方法。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の方法であって、更に、
　前記ＵＥ（２０）との接続を解放すること（２０６）と、
　前記ＵＥ（２０）との前記接続を解放した後に、前記周期的更新タイマの満了時に、前
記ＵＥ（２０）から更新メッセージを受信すること（２１０）を含む、方法。
【請求項５】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対する無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）基地局
（１２、１６）であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）（２０）に対して、前記ＵＥをＲＡＮ制御非アクティブ状態に移行
させるための解放メッセージを送信するように適合され、前記解放メッセージは、周期的
更新タイマに対するタイマ値Ｔの設定を含む、ＲＡＮ基地局（１２、１６）。
【請求項６】
　請求項５に記載のＲＡＮ基地局（１２、１６、２６）であって、前記タイマ値Ｔは、前
記ＲＡＮ基地局（１２、１６）がマクロノードである場合、第１の値であり、前記ＲＡＮ
基地局（１２、１６）がマクロノードより低い送信電力を有する低電力ノード（ＬＰＮ）
である場合、第２の値であり、前記第２の値は前記第１の値より小さい、ＲＡＮ基地局（
１２、１６、２６）。
【請求項７】
　請求項５または６に記載のＲＡＮ基地局（１２、１６、２６）であって、前記ＲＡＮ基
地局（１２、１６、２６）は更に、
　前記ＵＥ（２０）との接続を解放し、
　前記ＵＥ（２０）との前記接続を解放した後に、前記周期的更新タイマの満了時に、前
記ＵＥ（２０）から更新メッセージを受信するように動作可能である、ＲＡＮ基地局（１
２、１６、２６）。
【請求項８】
　コンピュータプログラムであって、少なくとも１つのプロセッサにおいて実行される場
合に、請求項１から４のいずれか１項に記載の前記方法を前記少なくとも１つのプロセッ
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サに実行させる命令を含む、コンピュータプログラム。
【請求項９】
　請求項８に記載の前記コンピュータプログラムを含むコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０】
　セルラ通信ネットワーク（１０）におけるユーザ装置（ＵＥ）（２０）の動作方法であ
って、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）基地局（１２、１６）から、前記ＵＥをＲＡＮ制
御非アクティブ状態に移行させるための解放メッセージを受信し（２０６）、その状態の
間に、ユーザ装置（ＵＥ）無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）コンテキストが前記ＵＥ
に格納されることと、ここで、前記解放メッセージは、周期的更新タイマに対するタイマ
値の設定を含み、
　前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態に入ったときに前記周期的更新タイマを開始すること
（２０８）と、
　前記周期的更新タイマの満了時に周期的更新メッセージを前記ＲＡＮ基地局（１２、１
６）へ送信すること（２１０）を含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、更に、前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態からアクテ
ィブ状態に移行する際に、ＵＥ（２０）の前記ＲＡＮコンテキストを再構築することを含
む、方法。
【請求項１２】
　セルラ通信ネットワーク（１０）に対するユーザ装置（ＵＥ）（２０）であって、
　無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）基地局（１２、１６）から、前記ＵＥをＲＡＮ制
御非アクティブ状態に移行させるための解放メッセージを受信し、その状態の間に、ユー
ザ装置（ＵＥ）無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）コンテキストが前記ＵＥ（２０）に
格納され、前記解放メッセージは、周期的更新タイマに対するタイマ値の設定を含み、
　前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態に入ったときに、前記周期的更新タイマを開始し、
　前記周期的更新タイマの満了時に、周期的更新メッセージを前記ＲＡＮ基地局（１２、
１６）へ送信するように適合される、ＵＥ（２０）。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のＵＥ（２０）であって、更に、前記ＲＡＮ制御非アクティブ状態か
らアクティブ状態に移行する際に、ＵＥ（２０）の前記ＲＡＮコンテキストを再構築する
ことを含む、ＵＥ（２０）。
【請求項１４】
　コンピュータプログラムであって、少なくとも１つのプロセッサにおいて実行される場
合に、請求項１０または１１に記載の前記方法を前記少なくとも１つのプロセッサに実行
させる命令を含む、コンピュータプログラム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の前記コンピュータプログラムを含むコンピュータ可読記憶媒体。
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